
アンガーマネジメントとは、自分の怒りの管理方法であり、怒りの感情と上手に付き合う
ためのコントロール、心理トレーニングです。それが身についていないと発生した問題を周
囲の人のせいにしたり、物に当たったりする為人間関係が悪化したり自分自身を苦しめるこ
とになります。また、福祉に限らずですがパワハラ、虐待にも繋がっていきます。身につく
事で怒りの感情をコントロール出来るようになう為パワハラ、虐待防止にもなります。怒り
にも 4種類があります。 

➀ 「強度の高い怒り」→一度怒ると激昂したり非常に強く怒る。 

➁ 「持続性のある怒り」→過去に感じた怒りをずっと引きずったり思い出し怒りする。 

➂ 「頻度の高い怒り」→イライラ・カリカリし不機嫌を周囲に撒き散らす。 

➃ 「攻撃性のある怒り」→周囲の人や物に当たったり自分を責めたりする。 

【ストレス解消法】 
➀ 深呼吸して気持ちを落ち着ける。 
➁ ストレッチでリラックスする。 
➂ 親しい人と話す。 
➃ たくさん笑う。 
➄ 自分の好きな物を食べる。 
➅ 噛む事で脳を刺激する。 
➆ 太陽の光を浴びる。 
➇ 趣味に没頭して日常を忘れる。 
➈ よく眠って疲れを取る。 

怒るとストレスが溜まりそのストレスがどんどん蓄積され

キャパオーバーになることもあります。日々の中でストレス

を感じる方もいると思いますが自分の体に癒しを与え無にな

る事も時には大事だと思います。自分にあったストレス発散

法でスッキリしましょう。 文責 後藤和樹 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 福祉の職場では慢性的な人手不足が問題となっていますが、足りないのは？人数ですか？ 

それとも人材でしょうか？人数不足は法定人数がいないと困るので解決等は新職員を雇用 

するしかないですが、人材不足はその人に合わせた研修・指導により解決することができま

す。人材を育てるには、まず人が定着する職場環境＝健全な事業所運営が行われているかどう

か？法定人数を雇えているか？虐待・身体的拘束が常態化していないか？ハラスメント窓口

が機能しているか？でそれは確認することができます。職員が働きやすい環境で、知識、技術

を身につけた職員が定着して働くことは利用者さんへのサービスの質の向上、虐待、身体拘束

や事故発生の防止にもつながります。 

施設内研修を職員の育成レベルに合わせて 

初級～上級へと学びを深める研修会を 

令和６年度は目指します。 

文責 栗田百江  

 

 

 

新年度に向けた効果的な研修の計画・実施 
令和５年１２月６日（水） 

虐待防止・権利擁護 研修会  

 

施設内研修 
令和５年 １０月２３ 日（月） 

研修報告 

～今度はやり切る！職員が主役の研修会～ 

講師：元気が出る介護研究所 

髙口光子 氏 

担当：後藤 西村 アンガーマネジメントとは？ 



  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

WEB研修報告 

知的発達障害者と医療 Ⅱ 

令和５年 月  日（ ） 医療・看護講座 

 歴史的に障害のある人々は「性的な欲望がない」もしくは「性的抑制がきかない」とみな

される事があり、性教育は一般的に必要ないもの、または有害なものとさえ考えられてきま

した。障害者の権利に関する条約の成立とともに前進したのはほんの一握りの国しかありま

せん。障害のある若者は性的暴力の被害を受ける事が多く、また感染症や望まない妊娠．．．

と言うことになる場合もあります。 

 日本はかなり性教育が遅れていて、教える側が『まだ早い』『はずかしい』という気持ち

が強く、ビデオやネットなどで観た情報を「そういうものだ」とインプットさせてしまった

り、性器いじりを「ダメダメダメー！！」と叱り、厳しい禁止で抑圧することで性の問題行

動につながる可能性があるのです。純潔や禁欲を押し付けるのではなく、一人一人違って良

い事を知ることが大切なのです。                  文責 鈴木美由起 

 

汚物処理キットを使用しての感染症予防対策の研修を行いました。ノロウイルスは一年中

発生しますが、特に寒い時期の１１月頃から２月くらいにかけて発生する事が多いです。活

動中に利用者が嘔吐したという想定で二人一組で処理者、補助者に分かれて手順を確認しな

がら行いました。実際の場面に直面した時手順を見なくても、冷静に手順通りに行えるかど

うかが、感染を広げない事ににつながってくると思いました。嘔吐した時の処理の方法や処

理時の注意点など職員同士で確認する為にも毎年研修で振り返りたいと思いました。ノロウ

イルスはうがい、手洗いで予防する事はもちろんですが感染者を増やさない為に、嘔吐物処

理者も周りの人も感染しないよう注意したいと思いました。 

文責 和久井美奈 

 

 

 

感染症（ノロウイルス）研修会  

 

令和５年１２月 １１日（月） 

担当：佐藤 和久井 ～汚物処理キット使用～ 

講師：船津クリニック  
薬剤師・思春期保健相談士 

船津裕子 氏 

ほかのひとが 

かってにさわったり 

さわらせたり 

みようとしたり 

みせたりしては 

いけないところ 

おとうさん 

おかあさんでも 


